






3 回答企業名一覧

株式会社第一勧業銀行

第一企画株式会社

第一證券株式会社

第一生命保険相互会社

ダイカンホーム株式会社

株式会社大京

株式会社第四銀行

大正製薬株式会社

大成建設株式会社

大成道路株式会社

大昭和製紙株式会社

台糖株式会社

大東京火災海上保険株式会社

大都工業株式会社

大同生命保険相互会社

大同特殊鋼株式会社

大日精化工業株式会社

大日本印刷株式会社

ダイニック株式会社

ダイハツエ業株式会社

第百生命保険相互会社

株式会社ダイヘン

株式会社大丸

株式会社太陽神戸三井銀行

大和證券株式会社

ダイワ精工株式会社

ダウ。ケミカル日本株式会社

田岡化学工業株式会社

株式会社高島屋

株式会社高田工業所

株式会社タカラブネ

株式会社滝沢鉄工所

株式会社タクマ

武田薬品工業株式会社

株式会社竹中工務店

株式会社立花商会

多摩中央信用金庫

チェースマンハッタン銀行

秩父セメント株式会社

株式会社千葉銀行

株式会社千葉興業銀行

千葉テレビ放送株式会社

中京テレビ放送株式会社

中国工業株式会社

中部電力株式会社

株式会社筑邦銀行

都築電気工業株式会社

TOA株式会社
帝国石油株式会社

帝人株式会社

株式会社デサント

TDK株式会社
株式会社寺岡製作所

テレビ愛知株式会社

テレビ大阪株式会社

株式会社テレビ金沢

株式会社テレビ信州

株式会社テレビ東京

株式会社テレビ北海道

株式会社テレビユー福島

株式会社電通

東亜合成化学工業株式会社

東亜石油株式会社

株式会社 トーエネック

株式会社十勝毎日新聞社

株式会社戸上電機製作所

株式会社 トーカイ

株式会社東海銀行

東海テレビ放送株式会社

東海旅客鉄道株式会社

東急観光株式会社

株式会社東急百貨店

東京海上火災保険株式会社

東京ガス株式会社

東京急行電鉄株式会社

東京コスモス電機株式会社

東京電力株式会社

株式会社東京 ドーム

株式会社東京放送

東陶機器株式会社

株式会社東芝

東武鉄道株式会社

株式会社東武ス トア

東邦アセチレン株式会社

東邦化学工業株式会社

東邦ガス株式会社

東和織物株式会社

株式会社東和銀行

同和火災海上保険株式会社

図書印刷株式会社

凸版印刷株式会社

飛島建設株式会社

た行
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付 録

な行

豊田工機株式会社

トヨタ自動車株式会社

豊田通商株式会社

株式会社 トリイ

日本商事株式会社

日本信販株式会社

日本新薬株式会社

日本水産株式会社

日本精化株式会社

日本精工株式会社

日本ゼオン株式会社

日本製粉株式会社

日本生命保険相互会社

日本ゼネラルエレクトリック株式会社

日本たばこ産業株式会社

日本団体生命保険株式会社

日本チバガイギー株式会社

日本デイジタルイクイップメント株式会社

日本電気株式会社

日本電気システム建設株式会社

日本電信電話株式会社

日本電線工業株式会社

日本ヒューム管株式会社

日本ピラーエ業株式会社

日本フィリップス株式会社

日本放送テレビ網株式会社

日本マクドナルド株式会社

日本輸送機株式会社

日本ロシュ株式会社

ネポン株式会社

野崎産業株式会社

株式会社乃村工藝社

野村不動産株式会社

は行

株式会社長崎新聞社

長崎文化放送株式会社

株式会社長崎放送

中道機械株式会社

株式会社名古屋銀行

名古屋鉄道株式会社

奈良テレビ放送株式会社

南海建設株式会社

南海電気鉄道株式会社

南海放送株式会社

株式会社新潟鐵工所

株式会社新潟テレビ21

西日本システム建設株式会社

株式会社西日本銀行

西日本旅客鉄道株式会社

ニッカウヰスキー株式会社

日産建設株式会社

日産自動車株式会社

日商岩井株式会社

日新火災海上保険株式会社

日清製粉株式会社

日新電機株式会社

株式会社ニチレイ

日東紡績株式会社

株式会社ニッポン放送

日本アイ・ビー・エム株式会社

日本アビオニクス株式会社

日本アムウェイ株式会社

日本オリベッティ株式会社

日本ガイシ株式会社

日本加工製紙株式会社

日本火災海上保険株式会社

日本ギアエ業株式会社

日本軽金属株式会社

株式会社日本経済新聞社

日本光電工業株式会社

日本航空株式会社

株式会社日本交通公社

日本コカ・コーラ株式会社

日本コムシス株式会社

日本酸素株式会社

株式会社博報堂

服部物産合資会社

株式会社ハトヤ観光

株式会社原信

ハリマ化成株式会社

ぴあ株式会社

東日本旅客鉄道株式会社

株式会社百五銀行

日野車体工業株式会社

ヒロセ電機株式会社

株式会社福岡シティ銀行

株式会社福島中央テレビ

株式会社福田組

株式会社フジカワ画廊

藤倉電線株式会社

富士興産株式会社
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3 回答企業名一覧

株式会社不二越

藤沢薬品工業株式会社

富士写真フィルム株式会社

富士ゼロックス株式会社

株式会社フジタ

株式会社フジテレビギャラリー

富士通電装株式会社

フジテック株式会社

株式会社富士プロジェクト

ブラザーエ業株式会社

古河機械金属株式会社

フルサトエ業株式会社

株式会社フレンドリー

株式会社プロードウェイギャラリー

文化シャッター株式会社

株式会社文藝春秋

平和橋自動車教習所 ジェイブ美術館
豊和工業株式会社

北陸電力株式会社

株式会社北海道銀行

北海道中央バス株式会社

北興化学工業株式会社

ホーチキ株式会社

株式会社ホームワイド

HOYA株式会社
株式会社ホワイトピーアール

本州製紙株式会社

本田技研工業株式会社

三菱商事株式会社

三菱信託銀行株式会社

三菱電機株式会社

三菱レイヨン株式会社

株式会社南日本銀行

株式会社宮崎太陽銀行

宮田工業株式会社

株式会社村田製作所

明治製菓株式会社

明治乳業株式会社

明星工業株式会社

名鉄運輸株式会社

株式会社メイテック

株式会社メモリアルアートの大野屋

メルシャン株式会社

モービル石油株式会社

や行

ま行

株式会社毎日新聞社

株式会社毎日放送

株式会社マガジンハウス

松下電器産業株式会社

マツダ株式会社

株式会社マルイチ産商

丸八倉庫株式会社

丸紅株式会社

三浦印刷株式会社

三国コカ・コーラボトリング株式会社

ミサワホーム株式会社

ミズノ株式会社

三井海上火災保険株式会社

三井観光開発株式会社

三井金属株式会社

三井不動産株式会社

株式会社三ツ葉電機製作所

266

株式会社ヤギコーボレーション

安田火災海上保険株式会社

安田生命保険相互会社

矢作建設工業株式会社

株式会社山種産業

ヤマ ト運輸株式会社

大和生命保険相互会社

大和設備工事株式会社

株式会社山梨日日新聞社

株式会社山梨放送

山之内製薬株式会社

ヤマハ株式会社

ユアサ産業株式会社

湯浅商事株式会社

株式会社ユアテック

株式会社ユーマック

有楽土地株式会社

雪印乳業株式会社

株式会社ユーストア

ユニチカ株式会社

ユニ・チャーム株式会社

横河電機株式会社

株式会社横浜銀行

株式会社ヨークベニマル

株式会社読売エージェンシー

株式会社読売新聞社



付 録

ら行
株式会社 レナウン

レプロン株式会社

ロイヤル株式会社

ローム株式会社

株式会社リクルー ト

株式会社理経

リコー三愛グループ三愛会

菱電商事株式会社

菱洋エレクトロ株式会社

株式会社 LIHIT LAB

レック株式会社

わ行

若築建設株式会社

株式会社ワコール
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4 メセナ活動実態調査票

貴社名

4 メセナ活動実態調査票

メセナ活動実態調査票

担当部署

記入者ご氏名

住所、電話

丁

上 貴社の概要についてお答えください。(該当する番号を○印で囲んでください)

[l]業種  1.水産。農林・鉱業  2.建設・住宅
5.紙・パルフ

°    6.化 学
9.鉄鋼・非鉄金属  10.機械
13.精密機器 その他製造 14.印刷・事務機器
17.金融      18.証 券・損保。生保
21.電力・ガス    22.サ ービス
25.新聞      26。 その他

[4]従業員数 人

I s ]ftr$(rseo+,t) 百万 円

[6]経常利益 (1990年度) 百万円

3.食品

7.医薬。塗料

11.電機

15.商業

19.不動産

23.出版。広告

4.繊維
8.石油。ゴム・硝子。土石

12.造船。車両。自転車。自動車

16.量販店・百貨店・スーパ=。外食

20.運輸・倉庫

24.放送・通信

[2]資本金(1991年 12月 末現在) 百万円

[3]設立年(西暦) 年

*印は記入不要

[7]貴社は芸術文化支援(メ セナ)活動を行つていますか。

1.行っている。一一一―→以下引き続き第II間 の[9]ま で全部お答えください。

.行っていない。

.過去に行ったが、現在はやっていない。

.行っていないが、やることを検討中。

2,3,4の いずれかを答えた方は第■1問 (7ページ)のみお答えください。

●
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付  録

Ｔ
・■

Ｔ
■ 貴社における芸術文化支援(メセナ)活動に関し、お答えください。

[|]貴社のメセナ活動に関する基本的考え方について

1.メ セナ活動に関する基本的な方針や考え方があればご記入ください。

(箇条書で簡潔にお答えください)

2具体的支援基準がありますか。該当する番号を○印で囲んでください。

1.あ る。

2.な い。

3.現在はないが、将来つくる予定。

具体的にご記入ください。

[2]活動実績(1991.|～ !99!.12)

1.活動内容について (別紙の「記入の手引き」をお読み ください)

①から⑤までは個別企業名で発表させていただきますが、⑥の質問は個別企業名は出さず、全企業の集計値の形で使わ

せていただきます。

Э
活 動 名

Э
芸術分野
qbが
23

の場合

④  ②が1の場合 ⑤  支 援 内 容 ⑥

資金援助額 (万 円 )
A B C 資金援助 人的援助 場所援助 その他

計[お願い]書きされない場合は別の紙にご記入ください。

0
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4 メセナ活動実態調査票
2.メ セナ活動費の財源はどこから出ていますか。該当する番号を○印で囲んでください。
(複数回答可)
1.寄付金  2.広報費  3.宣伝広告費  4.販促費  5。研究教育費
6.交際費  7.一般管理費  8.文 化事業費  9.雑 費  10.財団助成金
11.そ の他 (

[3]メ セナ活動の運営について、該当する番号を○印で囲んでください。
1.組織について

①貴社のメセナ活動をリードしているのはどなたですか。
1.会長  2.社長  3.担当役員  4.担当部署
5。 その他 (

②メセナを担当する部署はありますか。
1.専任部署 があ る 部署名             担当スタッフ数

2.専任部署はないが、担当部署を決めている。

3.担 当部署が複数である。

4.系列の財団が行っている。 財団名

人

「

-2.予算は特に決まっていない。

l    r-3.社 外から支援要請がある都度支出する。
L4.社内からの要請があれば個別に判断 して支出する。

[4]貴社のメセナ活動の進め方についてお答えください。

③メセナ担当役員はいらっしゃいますか。
1.専任役員がいる。  2.担当役員がいる。
担当役員はいない。

.将来はお く予定

.将来 ともおく予定はない。

.現時点ではわからない。

2.予算について

1.予算が決まっている。

1.来場者アンケー トの内容
2.マ スコミの評価

3.社内の評価

4.会長・社長の評価

5.担 当役員の評価

: 部署名を個別企業名で発表するこ

: とについてお答えください。
:   l.発表してよい。       :
:  2.発 表しない。        :

1.支援先を選ぶのは主にどの方法ですか。該当する番号を○印で囲んでください。(複数回答可)
1.アーティストや文化団体からの直接要請があったものから検討。
2.『メセナ」誌の助成要請情報を参考にして選ぶ。
3.自社の方針にかなった活動を自主的に探 して支援する。
4.自社の方針にかなった活動を代理店などに相談しながら企画する。
5。 関係会社やグループ企業から要請があったものを検討。
6.そ の他 (具体的に                               )

2.自社のメセナ活動を評価する基準をどこにおいていますか。
1.数値的基準がある。

2.内容で判断する。
3.別にない

|「 1.今後作りたい。
L-2.当 面考えていない。

,該当するものを○印で囲んでください。(複数回答可)
1.参加者 (入場者)数

2.来場者アンケー ト数

3.マ スコミによる取 り扱い量

4。 その他 (具体的に

該当するものを○印で囲んでください。(複数回答可)
6.芸術上の価値

7.ア ーティストからの評価

8.そ の他 (具体的に
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付 録
[5]貴社のメセナ活動の認知度について担当者の考えをお答えください。
1.貴社がメセナ活動を行っていることについて

1.大半の社員は知っていると思う。

2.知 っている社員は半分 ぐ
｀
らいであると思 う。

3.大半の社員が知 らないと思 う。

2.貴社のメセナ活動に関する社内 PRを
している

特にしていない。

具体的なPR方法を箇条書でご記入ください。

何故ですか、理由を箇条書でご記入ください。

3.貴社のメセナ活動に関する社外 PRを

「

-1.し ている。

1 2.特にしていない。
L→具体的なPR方法を箇条書でご記入 ください。

何故ですか、理由を箇条書でご記入ください。

「

-1.

|  ,

匡

0
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4 メセナ活動実態調査票

[6]貴社のメセナ活動についてお尋ねいたします。
1.メ セナ活動を行うのは、次のどの理由からですか。該当するものを3つ以内○印で囲んでくだ
さい。

1.社会貢献の一環 として

2.自社のイメージ向上のため

3.自 社の企業文化の確立をめざして

4.販売促進の一環 として

5.文化の事業化をはかるため

6.社員の質的向上をはかるため

7.他社 との差別化のため

8.優秀な社員の獲得・確保のため
9.他社が実施 しているため

10.納税するより有意義

11.そ の他 (具体的に                              )
2.貴社のメセナ活動 と社会貢献活動、一般寄付金 との関連についてお答えください。

①これまで、貴社では下記の社会貢献分野の中で、どの分野に重点をおいてきましたか。ウエ

イトの高い順に4つあげ、その番号をご記入ください。

1.教育  2.社会福祉   3.健康・医療  4.学 術。研究  5。 地域社会の振興
6.芸術文化支援   7.ス ポーツ振興  8.環境保全  9.国際交流
10。 その他 (具体的に                              )
②貴社の1990年度に於ける一般寄付金の損金算入限度額に対しての利用率は、おおよそどのく
らいでしょうか。該当する番号を○印で囲んでください。
1.100%以上
2.75%以上100%未満
3.50%以上75%未満
4.50%未満

③貴社の1990年度に於ける特定公益増進法人に対する寄付は損金算入限度額のおおよそ何%で
しょうか。該当する番号を○印で囲んでください。

1.100%以上
2.50%以上100%未満
3.25%以上50%未満
4.10%以上25%未満
5.10%未満

[7]メ セナ活動の体験上、支援される側(芸術家、芸術団体など)についてお気付きの点や要望があれ
ば、ご記入ください。
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付  婦

[8」今後メセナ活動を促進するために、ご意見をお聞かせください。
1.社団法人企業メセナ協議会の活動について、是非やってはしいものには○を、できればやって
はしいものに△を、やる必要のないものに×を下記のそれぞれの項目についてご記入ください。

1.メ セナ活動に対する免税措置の早期実現

2.企業に対する啓蒙活動の充実

3.国内外のメセナ活動の具体例など情報の提供

4.メ セナに関するセミナーの開催

5.企業のメセナ活動に対するコンサルタント

6.助成情報の積極的仲介
7.芸術関係者に対する勉強機会の提供

8.企業メセナ協議会による直接助成

9.『メセナ』誌発行回数の増加

10.海外視察団の派遣

11.メ セナ活動担当者の斡旋

12.国 内外の芸術文化情報の紹介

13.そ の他 (具体的に

2.メ セナ活動に関し、政府への要望を下記の中から選び、該当する番号を○印で囲んでください。
(複数回答可)

1.税制上の優遇措置

2.文化庁予算の増額

3.地方の文化活動基盤の整備

4.特定公益増進法人の拡大

5.そ の他(                                   )

[9]メ セナ活動を行う上で、障害となる事柄はありますか。下記の中から2つを選び、その番号を○
印で囲んでください。

1.税制上のワクがブレーキ。

2.目 先のメリットが少ないので活動 しにくい。

3.予算額が少ない。

4.社 内の理解不足。

5.社内の人材不足。

6.適 当な助成対象が少ない。

7.専従社員がいない。

8.ど うすればよいかわからない。

9.経営 トップが変わるたびに方針が変わる。

1.と 答えた方にお尋ねします。

税制上の優遇措置がとられれば、貴社のメセナ活動は、

1.現在より増加するだろう。

2.現在と変わらないだろうが、寄付金で処理する分が増えるだろう。

3.わ からない。

こ協力ありがとうこざいました。
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4 メセナ活動実態調査票

①芸術文化支援 (メ セナ)活動をしていない理由をお答えください。該当する項目の番号を○印で川ん
でください。(い くつでも結構です)

1.資金に余裕がない。
2。 人員に余裕がない。
3.専門知識のある人間がいない。
4.社内の理解がない。
5。税制上の優遇措置がない。
6.企業目的からみて適当でない。
7.そ の他(                                   )

②5。 とお答えの方にお聞きします。その理由をお答えください。
1.税制上の優遇措置が取られれば、メセナ活動を行う。
2.税制上の優遇措置が取られても、メセナ活動は行わない。
3.行 うか行わないかわからない。

③企業とメセナについて、お考えをお聞かせください。該当する項目の番号を○印で囲んでください。
1.企業は芸術文化を振興させるために財政的な支援をすべきである。
2.企業は芸術文化を振興させるために財政的な支援をする必要はない。
3.企業よりも公的機関がすべきである。
4.わ からない。

ご協力ありかとうこざいました。

III メセナ活動未実施企業におたずねします (集‖Юみ発表いたしますので、企業名は出しません)。
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あとがき

多くの皆様のご協力により、『メセナ白書 '92』 を発行することができました。

私達にとって何よりの励ましとなったのは、発行に先立って実施させていただいたアン

ケー ト調査に対して、 '91年 を上回る455社 という多くの企業の皆様からの回答を得るこ

とができたことです。ご多忙の折、当白書の発行主旨をご理解いただき、詳細にわたる質

問に対して、懇切に回答をお寄せいただいた各企業の皆様に、まず感謝申し上げます。

わが国初の「メセナ白書』として発行した '91年版は、各方面に大きな反響を呼ぶと同

時に、貴重なご意見やご指摘も多数いただきました。これらを参考に、 '92年版では、い

くつかの改善・充実を試みました。アンケート調査項目の見直し。追加、公益信託による

芸術文化支援の項の新設等のほか、調査結果の分析と考察にも紙面を割きました。このた

め、調査部会のメンバーで合宿を行い、検討を重ねました。改めてメセナが企業に広く、

深く、しかも極めて多様性をもって浸透しつつあることを、認識することができました。

第 1回メセナ賞受賞企業に執筆いただいた各社の事例は、回答企業別メセナ活動の一覧

と合わせて、これから活動に取り組もうとする企業の担当の皆様にとって、実に多くの示

唆を含んでいると確信いたします。同時に本書は、地道に社会貢献に取り組む、企業の“知

られざる一面"を 、広く社会に紹介する資料になっているとも言えるでしょう。

メセナに関する記事索引やメセナ年表等もさらに整備しました。『メセナ白書』がメセ

ナに関心を寄せる企業関係者をはじめ、アーティストや芸術 。文化団体関係者、行政関係

者、報道関係者、研究者や学生の皆さん、そして市民の皆様にとって “必携の書"と なり、

一人でも多くの皆様の目に触れ、わが国メセナの普及と発展に、いささかなりともお役に

立てば、編集に携った一人として、これに優る喜びはありません。

もちろん、自書としては2年目であり、時系列分析等、今後版を重ねることで、さらに

充実させるべき点が多く残されていることも事実です。なにとぞ、本自書に対する忌弾の

ないご意見 。ご感想をお寄せいただきますよう、お願い申し上げます。

本自書発行に当たり、ご協力いただいた皆様、原稿をお寄せいただいた皆様に、改めて

心からお礼申し上げます。また、この機会に、繁雑な調査・編集業務を分担いただいた調

査部会の全メンバーの皆様、事務局の岩瀬慶孝次長、小池佐知子氏、さらに、 '91年版に

引き続き事務局業務を終始ご指導いただいた前部会長田辺龍郎氏に対し、紙上をかりて、

深く感謝申し上げます。

調査部会長  北川 哲夫
企業メセナ協議会調査部会

部会長 北川哲夫 トヨタ自動車株式会社 広報部社会文化グループ課長
岩崎 登 株式会社竹中工務店 広報部長
岡崎 貢 株式会社読売エージェンシー 取締役
木脇裕二 勧角証券株式会社 総合企画室主任
鈴木広樹 第一生命保険相互会社 社会文化事業室副長
成川道守 日本酸素株式会社 社長室専門部長
原 晴夫 株式会社資生堂 企業文化部長
深尾 聡 東海旅客鉄道株式会社 広報部
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